特定非営利活動（NPO）法人　やましろ里山の会　週刊ニュース　９月２9日３７５号
第3回防賀川ワークショップ　23日　21人の出席でしっかり夢を語り合いました。三連休の初日どれだけの皆さんの参加があるか大変心配でした。当日の受付名簿では21名の皆さんの参加がありほっとしました。この日の議題はこれまでの二日間の川調べや歴史、風景調べを土台にしてこれからの防賀川の将来の姿（夢を語り合う）と言う第1幕で最も大切なプランでした。例によって田中さんの司会でこれまでの振り返りを行い、4つの班分けを行い、発表者と責任者を決めました。次にモデルの事例が説明され、もっとも大切なことは「起承転結」です。そして転の所のひねりがポイントになりますよと、急所が強調され、それじゃ皆さん早速始めてください。と要領を深く理解することもないまま始まりました。走りながら学ぼうというわけです。グループに割り当てられた皆さんとにかく決められた発表時間に間に合わせなければと意を決して話合いが進みました。参加者も三回目ともなれば顔見知りになっていて、ワイワイガヤガヤどんどん話が弾みました。約1時間後の11時30分には4つの班全部の夢物語が出来上がりました。1班から発表、質問は次の発表班が行うことを約束して、スピーディに進行しました。短時間で良くもこれだけの発表が出来るものだと感心させられる出来栄えでした。質問をわりあてられていた班の質問は、ほめちぎる評価が続きました。本当によくできたものだと驚きました。ここで語られた夢が是非とも実現できるよう更に力を尽くそうとまとまりました。最後に次回（4回目）10月9日でしたが、諸般の都合で10月29日（日）中央公民館での開催と連絡があり、散会しました。
　稲刈り体験　24日　15人　（農業塾第2回目）　連休2日目昨日に引続き更に秋日和本当に風も気持ちの良い気候でした。集合時間の10時には予定していた皆さんが元気に勢揃いされ、モチコメの稲刈り場へと向かいました。この日は農業塾の第2日目として位置付けていましたので種をまいていただいた皆さんも大勢お越しになりました。一昨年と同じ田んぼでの刈り取りです。マムシの出没が心配される田圃でしたが、この日は全く見かけませんでした。しかし、台風15号の強風によって実って穂が重くなったイネが20%ほど倒れています。ここは機械での刈り取りが困難な場所ですので、手刈をする里山の会が受け持ちました。約40分15人が一生懸命になれない手つきでしたが刈取出来ました。サクサクと稲刈り鎌の気持ちの良い切れ味が音と一緒に手に伝わってきます。腰も痛いのですが皆さんの一生懸命な姿に激励され、頑張りました。次は刈り取った稲穂の束ねです。教えてもらって判ったつもりで実際に行ってみるとなかなか簡単なようで難しい作業でした。そしてはさ架けです。まだまだ乾燥させなければ脱穀が出来ない、天日と風によって乾燥させてこそ美味しいもち米が作られるのだと説明を受けて頑張りました。そして昼過ぎになって最終版豊かな収穫を祝って自然への感謝をこめて田圃の周りを子ども神輿が巡行しました。笛や祭の法被、タンバリンなど賑やかにワッショイワッショイと声を合わせてかつぎました。今年は少し子どもさんの参加が少な方ですが、力いっぱい声を張り上げました。
　バッタのオリンピック　25日　9時　城陽市水主　運動公園入り口（100円橋上流）　34人　　　　兵庫県佐用町の昆虫館の先生をされている金子先生から木津川の自然を生かして生活する昆虫などが沢山います。是非それらを見つけて楽しいひと時を計画されたらと助言を受けて計画しました、と田中実智世河川レンジャーが挨拶しました。当日の会場準備中に通り雨があって雨天対策として第2会場を考えましたが、集合時間には止んで、絶好の河原に変わり、子どもたちも大いにバッタを追いかけ、スタッフの皆さんも子どもたちに負けじと走り回りました。オリンピックを始めるとトノサマバッタは木津川を飛び越えて向こう岸に行くものさえでて、ビックリしました。お目当てのバッタを見つけると歓声が上がり、レースに参加するとその美しさに二度ビックリしました。14名の子どもたちの中にはバッタをはじめて捕まえることで恐る恐る触っていました。しかし終わりごろにはすっかりなれてみんなと一緒に探し回れるようになっていました。多くの方々から木津川の自然の豊かさに改めて認識を新たにした、同時に大切に守っていかなければならないといった感想がありました。何よりも淀川流域の中で手を加えないでイタセンパラが生き残っていた川だから環境が素晴らしいのだと思います。
三川合流部　琵琶湖淀川流域圏連携交流会　京都部会例会　25日50人

八幡市や京都市伏見区淀の皆さんを中心にご案内をしました。大勢の方々が御参加いただき、竹工作と鳥観察と三川合流の川の話を3班に分かれて順番に講師について学びました。竹工作では水鉄砲で水飛ばし、竹のそりで堤防の斜面を滑り降りるなど日ごろなかなか経験できない屋外での遊びを堪能しました。特にそりで滑り降りることはスピードがあって人気が在りました。川の話では桂川の名前は源流や亀岡や舟下りする嵐山までなどでどのように呼ばれているのでしょうかなどの質問をしながら川に付いて学びました。鳥観察では背割り堤を下流に進み砂洲や川辺、水辺の鳥を観察しました。中には可愛い鳥の目を見て感激されていました。あいにく最も目当てのカヤックへの乗船体験は川の水が増水していて危険でしたので、10月9日に延期になったことが少し残念でした。

嵯峨芸術大学の木津川視察案内　25日　京都府が実施する国民文化祭に嵯峨芸術大学では桂川や鴨川、淀川、宇治川、木津川をイメージした生け花で参加する取組みを計画し、学生さんが各河川を訪ねてプランを練るための協力依頼があって、この日の午後山城大橋、玉水大橋、58年前の山城大水害、上狛の環濠集落、高羅寺跡、恭仁京、潜没橋（恋路橋）泉橋寺と石造地蔵　スズサイコやメガルカヤ、ツルボ、そして生駒山や葛城山、比叡山、愛宕山の見える景色、そして木津川の夕焼けなどを案内しました芸術学校の学生さんだけあってそれぞれ感性が違って個性がありました。

農業塾　10月2日　第3回目　御参加下さい。種をまいた10種類の野菜は総て順調に芽を出しました。双葉が揃って元気に育っています。いよいよ間引かなくては成長が阻害され、大きくなりません。2日に間引きをします。お越し下さい。ご参加をお待ちしています。一方畑には恐ろしい猪の足跡があちこちに残っています。今は目当てが稲に狙いをあわせているようです。時期が過ぎてくると今度は野菜畑で暴れられては元も子もなくなります。大至急猪の侵入防止柵を設置しなくてはなりません。この日に杭打ちをして柵を取り付ける予定です。お手伝いにお越し下さい。午後から実施します。
木津川水調査　10月8日　木津川流域センター　　流域30箇所の水採取持ち寄り　　里山の会が結成されて調査活動では植物とオオムラサキの継続調査を行ってきました。今回は暮らしに直結している水質調査を実施することになりました。1年2年の調査ではなく最低10年程度の継続調査資料が必要です。地道な調査継続となります。皆さんのご参加を心よりお待ちしています。詳しくはホームページをご覧下さい。

やましろ里山の会メール：fddbw257＠ybb.ne.jp　電話FAX：0774－64－4183　ホームページhttp://www.yamashiro.npo-jp.net/





















週刊ニュースを全会員さんに届けようと努力をしています　メールやＦＡＸ番号をお知らせください

郵送希望者には　郵送料のご負担をお願いいたします。　1か月分まとめて100円をお願いします。電話待つ

